	単位操作-102
	運転中のガスバーナーの点火

(加熱炉)
	作　成
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	ポイント

	
	(2)
ア．炉内点検及び周囲の環境確認（ガス検知）を行う
　（点火棒使用の場合）。

イ．保護面を着用する。
(3)
ア．常時燃焼パイロットの場合はパイロットバーナーが燃焼していることを確認すること。
イ．恒設のイグナイターがある場合はこれを使用する。
(5) 点火の際、点火棒挿入口からの熱風吹出等に注意すること

(6) メインバーナー増加時、局部加熱をしないようにバランスを取って点火する。
(9) 常時燃焼パイロットは消火しない。
(13)
ア．燃焼が不安定な場合は調整する。しかし、調整しても燃焼が不安定であれば消火する。
イ．排ガスＯ2の調整は定常状態になってから行う。
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はい





いいえ





報告
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バーナーを消火する


単－１０３








炉内の空気量を調整する





燃焼は安定


しているか
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エアーレジスターを調整する
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パイロットバーナー及び点火棒を消火する





はい





いいえ





報告
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ガスの元バルブを素早く 


閉める
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着火したか
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ガスの元バルブを開けメインバ－ナ－に点火する


バ－ナ－に点火





(5)





バーナー先端部の前面へ点火棒を挿入する
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パイロットバーナーに点火する





(3)





点火棒に点火する
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防護処置を行う





(1)





炉内の空気量を少し増す





開始






















































































































































































































































































パイロットなし





パイロットあり
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